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ペロブスカイト型構造を持つ Bi1/2Sr1/2MnO3は M-I転移を起こし、転移温度（Tcrit 

~ 535K）は Ln1/2M1/2MnO3（Ln＝希土類、M=Ca or Sr）と比べて格段に高い 1, 2)。M-I

転移の機構は Mn の電荷と軌道自由度の整列によるものと考えられ、室温での秩序

パターンが３種提案されている。放射光共鳴散乱実験から CE-type 型の軌道秩序状

態 3)、高分解能電子顕微鏡による表面観測から Bistrype 型の電荷秩序 4)、粉末 X 線

回折による構造解析等からは Zener Polaron型の軌道秩序状態 2)が、提案されている。 

我々は、Bi1-xSrxMnO3 (x=0.47)の秩序状態とその温度変化を調べることを目的とし

て、BL4C@PF において放射光 X 線回折実験を行った。これまでの報告同様、室温

では(2, 3/2, 0)と(2, 1, 0)で超格子反射が観測された。温度を上げていくと T = Tco 

(~480K) 以上で(2, 3/2, 0)反射の格子変調波数は非整合となり、(2, 1, 0)の反射は消失

した。また、(0, 3/2-δ, 0)では Mn の吸収端近傍において共鳴 X 線散乱によるピーク

が観測された(下図)。T ~ Tcrit以上では(2, 3/2-δ, 0)での超格子反射も消失した。  

これらの結果は T < Tcoで CE-type 電荷軌道秩序が、Tcrit > T > Tcoでは非整合構造

Zener polaron が形成されていることを示唆する。Bi1/2Sr1/2MnO3の M-I転移は Zener 

polaron 型の軌道秩序の形成に起因すると考えられる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図｠ Μn 吸収端近傍、Q = (0, 3/2-δ, 0)での共鳴散乱ピーク  
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